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令和 6 年戸田市議会年間活動計画

常任委員会の年間活動テーマとスケジュール

議会改革特別委員会での主な取り組み

過去のテーマ
などはこちら

委員会名 年間活動テーマ テーマの背景

総　　務 能登半島地震を受けての避
難所運営の在り方について

安心・安全に過ごすことができる避難所運営の在
り方について調査・研究していく。

文教・建設 特色ある学校づくりについて 本市の先進的な学校づくりと比較し、他市のさま
ざまな特色ある学校づくりを調査・研究していく。

健康福祉
障害福祉を施策展開するため
に～差別解消、合理的配慮、
就労強化を目指して～

障害理解を市民などに広く知ってもらい、共生社会
の実現のために調査・研究していく。

市民生活 文化・スポーツ施策について スポーツセンターの再整備事業や芸術文化活動の
推進に係る各施策について調査・研究していく。

議会の新体制が決定議会の新体制が決定
２月５日、６日にかけて役職改選が行われ、新たな正副議長と、各委員会の構成が決まりましたのでお知らせします。

このたび、議員各位のご推挙により、議長並びに副議長に就任い
たしました。

本市議会では、災害時における議会制民主主義を止めない仕組み
であります「戸田市議会 DCP（Democracy Continuity Plan）」の策
定をはじめ、多様性及び男女平等の尊重への意識変革や、市民にとっ
て親しみやすい身近に感じられる議会を目指すべく、「服装の自由化」
の実施やＳＮＳの開設をいたしました。

今後も引き続き、市民の皆様の信託に全力で応えるため、最善の
努力を尽くす決意でございます。ご理解、ご支援を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

本市議会では、４つの常任委員会における「年間活動テーマ」の取り組みや、議会改
革特別委員会での取り組みなどを積極的に行っています。

今年も「戸田市議会年間活動計画」を基に活発な議員間討議を行い、執行部に対して
さまざまな政策立案・政策提言を行っていきます。

２月臨時会報告
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まちづくり・交通対策特別委員会 榎　 本 酒　 井 むとう 三　 輪 野 澤 山 崎 細 田 熊　 木
議 会 改 革 特 別 委 員 会 三　 浦 斎　 藤 小金澤 竹　 内 林 矢 澤 本 田 遠　 藤
議 会 広 報 委 員 会 伊　 東 花　 井 みうら 佐 藤 宮 内 古　 屋 峯 岸 そごう

議 会 運 営 委 員 会 遠 藤 佐 藤 古　 屋 野 澤 本 田 斎 藤 酒 井 三 浦 榎 本

▼各委員会の構成が決まりました▼各委員会の構成が決まりました  　　　　　                         　　　　    　　　　　                         　　　　      

 　市行財政運営、市有財産管理、
消防行政、戸田ボートレース事業総 務 常 任 委 員 会

　 学校運営、教育施設、社会教育活動、建設計画並びに事業、
都市計画並びに事業、交通安全、住宅行政文 教・建 設 常 任 委 員 会

　 社会福祉事業、国民健康保険事業、医療・保健行政、
介護保険事業、子供・青少年の育成健 康 福 祉 常 任 委 員 会

　 市民生活事業、上下水道・河川管理事業、
経済・環境事業市 民 生 活 常 任 委 員 会
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テーマ設定 協議 視察
検証 協　　議 視察

検証 協議 まとめ

テーマについて執行
部にヒアリングを行
うなど、調査・研究
を進めます。

テーマに関連する
団体と懇談会を開
催し、ご意見を伺
うこともあります。

先進自治体などを視
察し、本市に生かせ
ないか、検証を行い
ます。

１年間の活動の結
果をまとめ、執行
部に提言書などを
提出します。

議会におけるデータ活用について
経験などに頼るだけでなく、合理的

根拠に基づくことで、議会としてのさら
なる政策立案・評価能力の向上を図るこ
とを目的に、議会にお
けるデータ活用の手法
などについて研究する。

議会におけるグループ
ウェアの導入について

議会内でのコミュニケー
ションの円滑化や、災害
発生時における迅速な被
害状況の収集などを目的として、
グループウェアの導入に向けて協議する。
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